
前
回
は
美
術
誌
『
伊

那
之
華
』
に
掲
載
さ
れ

た
絵
を
中
心
に
み
た

が
、
今
回
は
書
を
中
心

に
考
え
て
み
た
い
。

作
品
は
絵
画
同
様
、

書
軸
・
扁
額
・
屏
風
等

い
ろ
い
ろ
に
表
具
さ
れ

て
い
る
が
、
作
品
数
で

は
絵
の
四
分
の
一
程
度

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第

壱
號
で
は
六
点
、
第
弐

號
で
は
五
点
、
第
参
號

で
は
七
点
の
計
十
八
点

で
あ
る
。

少
な
い
と
は
言
え
、

右
の
三
冊
の
巻
頭
は
い

ず
れ
も
書
作
品
で
あ

る
。
作
者
は
、
壱
號
が

画
家
・
書
家
の
中
村
不

折
（
一
八
六
六
〜
一
九

四
三
）、弐
號
が
軍
人
の

岡
崎
生
三
将
軍
（
一
八

五
一
〜
一
九
一
〇
）、参

號
が
華
族
の
久
我
通
久

侯
爵
（
一
八
四
二
〜
一

九
二
五
）
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
参
號
に
明
示

す
る
通
り
い
わ
ゆ
る
題

字
に
あ
た
る
と
思
わ
れ

る
。こ

こ
で
も
作
品
の
真

贋
や
優
劣
は
問
題
に
せ

ず
、
作
者
を
中
心
に
み

る
と
、
江
戸
時
代
の
儒

学
者
が
多
い
こ
と
に
気

づ
く
。
今
、
時
代
別
に

記
す
と
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

ま
ず
江
戸
前
期
の
儒

学
者
と
し
て
は
、
陽
明

学
を
学
び
岡
山
藩
に
仕

え
た
熊
沢
蕃
山
（
一
六

一
九
〜
一
六
九
一
）、そ

の
陽
明
学
や
朱
子
学
と

異
な
る
古
学
を
唱
え
た

伊
藤
仁
斎
（
一
六
二
七

〜
一
七
〇
五
）、教
育
者

・
本
草
学
者
で
も
あ
っ

た
貝
原
益
軒
（
一
六
三

〇
〜
一
七
一
四
）
で
あ

る
。江

戸
中
期
の
儒
学
者

は
、
仁
斎
の
学
問
を
大

成
さ
せ
た
伊
藤
東
涯

（
一
六
七
〇
〜
一
七
三

六
）、尾
張
藩
や
米
沢
藩

の
儒
官
で
あ
っ
た
細
井

平
洲
（
一
七
二
八
〜
一

八
〇
一
）
で
あ
る
。

江
戸
後
期
の
儒
学
者

は
、
修
史
と
詩
文
に
優

れ
、
書
を
よ
く
し
た
頼

山
陽
（
一
七
八
〇
〜
一

八
三
二
）、勤
王
の
志
士

と
交
わ
っ
た
漢
詩
人
梁

川
星
巌
（
一
七
八
九
〜

一
八
五
八
）
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
一
世
を
風

靡
し
、
後
世
に
知
ら
れ

た
儒
学
者
で
あ
る
だ
け

に
、
こ
の
時
期
も
な
お

尊
敬
さ
れ
、
書
も
人
気

も
高
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
し
た
関
係
で

言
う
と
、
県
歌
「
信
濃

の
国
」
に
も
登
場
す
る

飯
田
出
身
の
儒
学
者
太

宰
春
台
（
一
六
八
〇
〜

一
七
四
七
）
の
作
品
が

無
い
こ
と
が
不
思
議
で

あ
る
。

当
地
と
関
係
の
深
い

作
家
を
挙
げ
れ
ば
、
天

龍
峡
の
命
名
者
阪
谷
朗

廬
（
一
八
二
二
〜
一
八

八
一
）
と
十
勝
の
命
名

・
揮
毫
者
日
下
部
鳴
鶴

（
一
八
三

八
〜
一
九

二
二
）
で

あ
る
。
他

に
珍
し
い

作
家
と
し

て
は
、
天

山
流
砲
術

の
祖
と
さ

れ
る
高
遠

藩
士
坂
本

天
山
（
一

七
四
五
〜

一
八
〇

三
）、幕
末

の
文
人
画
家
で
洋
学
者

の
渡
辺
崋
山
（
一
七
九

三
〜
一
八
四
一
）
で
あ

ろ
う
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

怪
訝
に
思
わ
れ
る
の

は
、
い
わ
ゆ
る
能
書
家

と
言
わ
れ
る
人
の
書

が
無
い
こ
と
で
あ

る
。
古
来
、
名
筆
と
言

わ
れ
る
「
三
筆
」（
嵯
峨

天
皇
・
空
海
・
橘
逸

勢
）
や
「
三
蹟
」（
小
野

道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤

原
行
成
）
は
と
も
か

く
、
時
代
的
に
近
い

「
幕
末
の
三
筆
」（
市
河

米
庵
・
貫
名
海
屋
・
巻

菱
湖
）
や
「
幕
末
の
三

舟
」（
勝
海
舟
・
高
橋
泥

舟
・
山
岡
鉄
舟
）
ぐ
ら

い
は
あ
っ
て
も
よ
さ
そ

う
で
あ
る
が
、
実
は
一

作
品
も
無
い
。
今
日
と

は
違
う
価
値
観
が
働
い

た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
当

地
に
は
い
ろ
い
ろ
名
品

が
あ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
最
後
に
書
・
画
共

に
み
る
と
、
江
戸
よ
り

も
京
都
、
関
東
よ
り
も

関
西
の
作
家
の
作
品
が

多
い
こ
と
に
気
づ
く
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
の
頃

ま
で
当
地
の
生
活
圏
や

文
化
圏
は
、
ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
関
西
圏
が
主

流
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。
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